
「夏休み自由研究お助け隊２００９」の詳細と参加申込みについて  

＜ワークショップについて＞ 

  このワークショップは、土曜日の午前・午後、日曜日の午前・午後の計４つの時間帯で行います。希望テーマを

1 つと参加日・時間帯を選んで参加していただきます。テーマごとに、担当の技術職員が研究内容に応じた製作、

実験、測定、調査方法等の指導･助言を行って、参加者の自由研究の実施を助けます。 

＜対象者＞ 

 つくば市内及び近隣の中学校に在学する中学生です。 

＜募集人数＞ 

募集人数は、１テーマにつき４～８人、先着１００人です。 

応募者多数の場合、ご希望に添えない事もありますのでご了承ください。また、申込みの状況によりテーマおよび

参加日と時間帯の調整をしますので、必ず申込み用紙に参加できる日と時間帯をすべて記入してください。 

なお、提供テーマ No.1，4，8，12，13，14，15 は、募集人数および実施日・時間帯を限定していますのでご注意

ください。また、参加当日に持参するものなどの留意事項を付記したテーマもありますので、確認してください。 

＜参加申込み方法と受付連絡＞ 

  裏面の申込み用紙に必要事項を記入し、郵送、ファックスでお申込み下さい。また、「夏休み自由研究お助け隊

２００９」公式 Web ページからも申込みができます。 

  郵送、ファックスで申込まれた方には、「受付完了」の電話連絡をします。参加申込み後３日たっても「受付完了」

の連絡が無い場合は、下記の問合せ先までご連絡ください。Web から申込まれた方には、自動返信の受付完了メー

ルが届きます。内容を必ず確認してください。なお、参加申込み後「受付完了」メールが来ない場合にも、同様に

ご連絡ください。 

＜参加者の決定と通知＞ 

  参加者には参加決定通知（参加日と時間帯が書いてあります）と会場案内図等の資料を郵送します。 参加日時

ならびにテーマの調整が必要な方には、個々に連絡をとり相談のうえ決定します。 

また、私達では指導できないテーマや人数制限を超えたときは、参加できない場合があります。 その場合にも

その旨の連絡をします。 

 参加者への案内便が７月２２日までに届かない場合は、すぐに問合せ先まで電話でご連絡ください。 

＜参加費等＞ 

  参加費は無料です。ただし傷害保険料実費（１００円以内）を負担してください。 

保険料は当日、会場受付にて徴収します。 

＜交通＞ 

  現地集合、現地解散です。 

関鉄バス：筑波大学中央行き又は筑波大学循環に乗車し、第三エリア前バス停で下車してください。 

車の場合は、会場近くの駐車場をご利用ください。案内に従ってお進みください。 

＜昼食＞ 

  午前・午後の一日にわたって参加することになる方は、各自ご用意ください。 

 

◎ 申込み期限：２００９年７月８日（水曜日）必着 

◎ 問合せ先：夏休み自由研究お助け隊２００９実行委員会 中島孝（実行委員代表）    

     電話：029-853-5195  
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